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〇目的 
本文書の目的は、指名依頼に関連する TBM フレームおよびダミーTBM のモックアップおよび最終製

品の製造に関する技術的要約を提供することです。 
 
〇供給内容 
1. 概要 
ITER プロジェクトの目的は、核融合エネルギーの科学的および技術的実現可能性を示すことです。

ITER は、原子力施設 INB-174 として指定されています。トリチウム燃料は、デモンストレーション

炉や将来の商業炉での融合反応に必要ですが、その不安定性（半減期：12.32 年）により自然界には

存在しません。トリチウムの自給自足は、ITER トカマクで調査するべき重要な研究開発項目となり

ます。これらの研究開発、特にトリチウムの生成比率を調査するために、ITER の 2 つの水平ポート

は、ポートプラグを使用した運転テストブランケットモジュール（TBM）のために割り当てられてい

ます。 
 
各 TBM ポートプラグ（TBM-PP）は、TBM フレームと 2 つの TBM セットで構成されています。

TBM ポートプラグの典型的なシステム機能は、許容される温度、応力、変形限界内で表面熱フラッ

クスと核加熱を除去し、真空容器の構造材料における核応答を低減することです。 
 
図 1 TBM フレームおよびダミーTBM の真空容器ポート延長部。 
図 2 ダミーTBM 構成を持つ TBM ポートプラグ。 
（詳細は技術仕様書を参照下さい） 
 
2. TBM フレーム 
各 TBM フレームは、2 つの TBM セット（または 1 つの TBM セットと 1 つのダミーTBM、または

2 つのダミーTBM）を収容し、それらの間に垂直に配置された隔壁を提供する必要があります。 
TBM フレームの主な機能は、表面熱フラックスと核加熱を除去し、2 つのダミーTBM または 2 つの

TBM セットを収容することです。主な材料は 316-L(N)-IG です。 
ITER の真空容器内での作業条件は、超高真空、高温、要求の厳しい電磁的条件を組み合わせたもの

です。 
 
図 3 TBM フレームの構造と冷却レイアウト。 
図 5 TBM フレームの典型的な製造ルート。 



（詳細は技術仕様書を参照下さい） 
 
3. ダミーTBM 
各ダミーTBM は、TBM セットが使用できない場合や ITER 運転中に故障した場合に交換できるよう

に準備されている必要があります。 
ダミーTBM の主な機能は、表面熱フラックスと核加熱を除去することです。主な材料は 316-L(N)-IG
です。 
ITER の真空容器内での作業条件は、超高真空、高温、要求の厳しい電磁的条件を組み合わせたもの

です。 
 
図 4 ダミーTBM の構造と冷却レイアウト。 
図 5 ダミーTBM の典型的な製造ルート。 
（詳細は技術仕様書を参照下さい） 
 
〇作業範囲 
1 モックアップの製造、試験、認証 
IO（ ITER機構）は最終設計を実施し、関連する3Dモデル、2D図面、およびベースライン文書を提供する

責任があります。その後、契約者は製造設計の責任を引き継ぎ、指定された要件を満たす機器を提供しま

す。 
・モックアップの設計と製造 

• TBMフレームモックアップ: TBMフレームの代表的なモックアップを製造し、設計の実現可能性、

製造可能性、TBMセットおよび真空容器（VV）との統合を評価するためのツールとして使用しま

す。 
• ダミーTBMモックアップ: ダミーTBMの代表的なモックアップを製造し、運転条件のシミュレーシ

ョンと設計仮定の検証を行います。 
・モックアップ試験による認証 

• 油圧試験（流量バランス）: TBMフレームおよびダミーTBM内の流量バランスが必要な性能仕様を

満たしていることを確認するために油圧試験を実施します。 
• 非破壊試験（NDT）および漏れ試験: モックアップの構造的完全性および密閉能力を確認するために

非破壊試験および漏れ試験を実施し、潜在的な材料や製造上の欠陥を特定します。 
• ポートプラグ（PP）組み立て  

o 金属シール圧縮試験: 金属シールに圧縮試験を行い、運転圧力下で漏れを防ぐ効果を確認し

ます。 
o 垂直および水平荷重およびボルト締め: モックアップが垂直および水平荷重条件下で耐え、

確実にボルトで締め付けられる能力を実証します。 
o 水平荷重解除およびボルト解除: モックアップを水平位置から安全に荷降ろしおよびボルト

解除する手順を確認し、効率的かつ安全な分解作業が可能であることを確認します。 
 



2. 最終製品の製造と納品 
IOは最終設計を実施し、関連する3Dモデル、2D図面、およびベースライン文書を提供する責任がありま

す。その後、契約者は製造設計の責任を引き継ぎ、指定された要件を満たす機器を提供します。スコープに

は、材料の調達（IOからの無償提供アイテムを除く）および製造設計、製造準備レビュー（MRR）の準備、

TBMフレームおよびダミーTBMと関連するサブ機器の製造と試験が含まれます。これには、工場受け入れ

試験（FAT）、IOへの納品、関連する現場受け入れ試験（SAT）、およびポートプラグの組み立てが含まれま

す。 
• TBMフレーム4セット 
• ダミーTBM5セット 
• SVSパイプおよびIBED接続パイプ2セット（入札プロセスで詳細化予定） 
• ダミー生体遮蔽（56.PP.BS）2セット（入札プロセスで詳細化予定） 

 
〇経験 
ITER 機構は、超高真空（UHV）用途の機器を提供した実績のある契約者を探しています。製造プロ

セスには、機械加工、深穴加工、溶接、非破壊試験（NDT）などが含まれます。契約者は、上記の作

業範囲に記載された能力を組織的に提供できることを証明しなければなりません。また、契約者は、

訓練を受けたスタッフのみが承認された手順で作業を行う専用のクリーンエリアを用意する必要があ

ります。 
 
入札者は、ISO 9000 認証を保持し、すべての下請け業者およびコンサルタントの品質レベルが同等

であることを確認し、その文書化を行う義務があります。 
 
提案書には以下を示す必要があります： 
 適用されるコード、規格、および核規制に関する完全な知識 

○ 一般的に製造方法と手順は、RCC-MR 2007 コードに従い、クラス 2 ボックス構造に関する

「ITER 機械部品のコードと規格」に一致する必要があります。 
○ 超高真空（UHV）機器の適切な製造に関しては、欧州または国際規格は存在しませんの

で、産業規格の代わりに「ITER 真空ハンドブック」に準拠して製造を行う必要がありま

す。 
○ すべての寸法測定活動には「ITER 寸法計測ハンドブック」が適用されること。 
○ 上記のコードおよび規格で参照された EN、ISO、ASTM 規格も製造要件に関する補完的な

適用文書として考慮する必要があります。 
 コード、規格、および核規制の適用に関する過去の経験 
 ステンレス鋼で作られた ITER グレードの構造体 PIC 機器に関する、上記コード、規格、および

原子力規制の適用経験。 
 機械加工、溶接（EB 溶接を含む）、測定、試験、清浄度の保持、製造、組立、保管エリアのレベ

ル II（RCC-MR コードに従う）、および類似の直径、長さ、材料、厚さ、要求に対するガンドリ

リングに必要な機械および施設を備えていることを証明すること。 



 漏れ試験（熱および冷）、流量試験、排水および乾燥試験、焼き戻し試験、脱ガス試験を行うた

めの機器を備えていることを証明すること。 
 設計および解析、NDT、漏れ試験、機械加工（ステンレス鋼で約 1m のガンドリリングを含

む）、溶接（ISO 14731、EN ISO 3834）、および溶接技術者（溶接コーディネーターおよび溶接

エンジニア）の資格を持つスタッフがいることを証明すること。 
 設計、製造、試験、保管、取り扱い、供給が可能な下請け業者を有していることを証明するこ

と。 
 
〇契約の授与 
ITER 機構は、全体の作業範囲に対して 1 つの契約を授与する権利を保持しています。また、異なる

システムの調達を別々の契約に分割することも可能です。詳細は、入札依頼の段階で提供されます。 
複数の企業による適切なチーム編成は、入札者の提案を強化するために可能です。 
ITER で使用される言語は英語です。契約者は、ITER との連絡において、英語での流暢な専門的な

レベル（会話および書面）が求められます。  
 
 
〇候補 
参加は、個人またはグループ/コンソーシアムに参加するすべての法人に開放されます。法人とは、法

的権利及び義務を有し、ITER 加盟国内に設立された個人、企業又は機構をいいます。 
法人は、単独で、またはコンソーシアムパートナーとして、同じ契約の複数の申請または入札に参加

することはできません。共同事業体は、恒久的な、法的に確立されたグループ又は特定の入札手続の

ために非公式に構成されたグループとすることができます。 
コンソーシアムのすべての構成員(すなわち、リーダーと他のすべてのメンバー)は、ITER 機構に対し

て連帯して責任を負います。 
コンソーシアムは全体として評価されます。コンソーシアムは、ITER 機構の事前承認なしには後か

ら変更することはできません 
どのコンソーシアムメンバーも IPROC に登録する必要があります。 
 
〇入札プロセスの概略日程 
概略日程は以下の通りです： 
プロセス 暫定日程 

外部委託の通知 2025年 3月 

事前審査 2025年 5月 

入札への招待 2025年 8月 

入札提出 2025年 10月 

契約調印 2026年 6月 

 
 



【※ 詳しくは添付の英語版技術仕様書「Technical Description of TBM-Frame and Dummy-TBM 
for Call for Nomination」をご参照ください。】 
ITER 公式ウェブ http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview からもアクセスが可能です。 
 

「核融合エネルギー研究開発部門」の HP： http://www.fusion.qst.go.jp/ITER/index.html 
では ITER 機構からの各募集（IO 職員募集、IO 外部委託、IO エキスパート募集）を逐次更新してい

ます。ぜひご確認ください。 

http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview

